
令和８年度地域包括支援センター運営部会議事録 

 

日 時  令和 8 年 7月 1 日（水） 

午後 2 時 00 分～ 

場 所  豊明市役所 2 階ホール 

欠席者  なし 

傍聴者  なし 

                          

１ あいさつ 

   委員の交代 

   部会長 

 

２ 議 題 

（１） 地域包括支援センター運営体制及び運営方針について 

（資料 1-1、1-2） 

   →資料をもとに、事務局から概要を説明 

・ケアプラン作成件数が増加傾向にある。 

   ・市内全体の総合相談件数が、前年度比で 550 件増加。 

   ・自立支援型ケアマネジメントを徹底強化し、高齢者が生きがいや役割を持って生活

できるよう取り組む。 

 

（２） 令和 7 年度地域包括支援センター実績報告 

及び令和 8 年度地域包括支援センター事業計画 

（資料 2-1、2-2、資料 3-1、3-2、資料 4-1、4-2、4-3、4-4、資料 5-1、5-2） 

   →資料をもとに、各包括から概要を説明 

   ■北部地域包括支援センター 

   ・困難ケースへの助言・支援の中の「介護支援専門員の相談件数」が前年度 44 件

から 78 件となり大幅に増加した。 

   ・認知症カフェ「オレンジカフェ勅使」 

今年度からウォーキングではなく、天候に左右されない室内開催へ変更。 

    認知症カフェ「グリーンカフェ二村台」 

令和 9 年度からウォーキングではなく、すべて室内開催とする予定。 

   ■中部地域包括支援センター 

   ・困難事例と多問題家族への支援が増加。重層支援センターと連携し、スムーズな

支援開始に努める。 

   ・高齢者虐待への対応が増加。 

   ・困難ケースへの助言・支援の中の「介護支援専門員の相談件数」が増加。 

   ■南部地域包括支援センター 



   ・地域の活動に 110 回参加し、南部地域包括支援センターの名前を周知できた。 

   ・「毎日活動日記」を配布し、活用・評価を行うことで、本人の意欲を喚起し、能

動的な活動を促進することで、セルフケアマネジメントを推進した。 

   ・令和 8年度は介護予防ケアマネジメントに重点的に取り組む。 

   〈認知症総合支援事業〉 

   ・9 月の認知症月間では、図書館に加えて、新たに福祉体育館においても、パネル

展示を開催した。 

   ・令和 8年度は認知症ケアパスの周知、活用に重点的に取り組む。 

   ■重層支援センター 

   ・複雑かつ複合的な課題を抱えた世帯の背景には、生活に困窮した状態が多く見ら

れた。 

   ・相談支援の機能強化を図る。 

・重層支援センターの機能である「支援者支援」を行う。 

 

【質疑応答】 

 ・ウォーキングがなくなるのは、参加者の年齢が上がったからか。 

  →（北部）ウォーキングはコロナ禍に始まり、約 5 年経ち年齢が 5 歳上がっているこ

とと、天候による中止で開催が不安定になるよりは、参加者が毎回参加できるよう

に室内開催へ変更した。 

 ・認知症カフェの新規参加者はいるか。 

  →（北部）グリーンカフェは、参加者が友達を呼び、オレンジカフェは、認知症のご

家族などに個別で声掛けをしているため、新規参加者はいる。 

 ・認知症カフェの予定参加人数と実際の参加人数は同じぐらいか。 

  →（北部）予定は立てていない。天候などにより参加人数の変動がある。 

   （中部）太極拳カフェは人数が増えて手狭になったため、勤労会館の体育館に移っ

たが、現在は参加者が少し減っている。 

   （南部）曹源寺、ハーミット、いっぷくで行っている。曹源寺は会場が広く大勢参

加。いっぷくは毎回 10人程度の参加がある。 

 ・中部は、人口、後期高齢者人口、相談件数が多いが、職員数は他と変わらない。大変

ではないのか。 

  →（中部）他の包括と比べて大変ということはない。人員が足りない、キャパオーバ

ーということはない。 

  →（南部）職員 6名のうち 1名は、認知症関係の事務局となっている。 

  →（北部）職員 7名だが、団地出張所に 1名毎日配置している。 

 ・相談内容の内訳はどうか。 

  →（中部）虐待ケース、独り歩きの認知症、身寄りのない方が増えた印象。相談件数

が増えていると同時に中身が濃くなっている。 

  →（南部）認知症の相談、退院後の生活についての相談、機能が衰え歩行が困難にな



った方の相談が多い。 

  →（北部）豊明団地の独居高齢者の周りの方から相談が寄せられることが多い。また、

親族の支援拒否に対してケアマネージャーからの相談により成年後見申立が増えて

いる。 

 ・引きこもりの若年層の社会参加について、早期からの介入の方法等、具体的に考えて

いることはあるか。 

  →（重層）本人の興味関心からつながりを作り、市内の事業所へ短時間からの就労を

依頼している。早期支援が将来の 8050 問題の予防につながると考えている。 

 ・支援が必要だが、地域に埋もれて相談につながっていない方について。 

  →（重層）民生委員の皆様や、地域の方々からの情報が重要だと考えている。 

 

（３）その他 

 ・転居してきたようだが何も情報がない高齢者について、包括が訪問をしてくれたこと

で体操教室に参加してくれた。早い対応に感謝している。 

 ・報告書に記載されている相談件数が、支援につながったかどうかが分からない。 

 

以上 

 


